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制
度
の
概
要

　
日
本
の
地
方
自
治
は
明
治
期
の
制
度
創
設
以
来
今
日
ま

で
、
基
本
的
に
都
道
府
県
（
以
下
、
府
県
）
―
市
町
村
の

二
層
制
の
し
く
み
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
も
と
で
規
模
・

能
力
を
備
え
た
大
都
市
自
治
体
の
区
域
で
は
、
国
と
府
県

に
よ
る
大
都
市
へ
の
二
重
の
関
与
（
旧
来
の
表
現
で
は
二

重
監
督
）、
府
県
と
大
都
市
の
間
で
生
じ
る
二
重
行
政
を

制
度
的
に
ど
う
解
消
す
る
か
が
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
答
え
と
し
て
こ
れ
ま
で
用
意
さ
れ
た
も
の
を
大
別
す
る

と
、
Ⓐ
都
制
型
と
、
Ⓑ
特
別
市
制
型
の
二
種
類
に
整
理
で

き
る
（
図
）。

　
Ⓐ
は
府
県
本
位
、
Ⓑ
は
大
都
市
本
位
に
、
大
都
市
地
域

を
一
層
制
に
し
て
問
題
解
決
を
図
る
し
く
み
で
あ
る
。
ⓑ

政
令
指
定
都
市
（
以
下
、指
定
都
市
）
は
Ⓑ
の
系
に
属
し
、

大
都
市
地
域
で
も
二
層
制
を
維
持
し
た
う
え
、
大
都
市
自

治
体
を
一
部
府
県
並
み
に
し
て
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す

る
。
関
連
規
定
は
、
現
行
地
方
自
治
法
の
第
二
五
二
条
の

一
九
〜
二
一
の
五
に
置
か
れ
る
。
他
方
、
Ⓐ
の
系
に
属
す

る
の
は
一
九
四
三
年
六
月
制
定
の
東
京
都
制
や
、
そ
の
後

身
の
都
と
特
別
区
の
制
度
（
以
下
、都
区
制
度
）
で
あ
る
。

　
指
定
都
市
が
一
部
府
県
並
み
で
あ
る
の
は
、
地
方
自
治

法
第
二
五
二
条
の
一
九
第
一
項
の
概
括
的
な
規
定
や
、
地

方
教
育
行
政
法
、
道
路
法
、
河
川
法
な
ど
個
別
法
の
規
定

に
よ
り
、
保
健
衛
生
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
ま
ち
づ
く

り
と
い
っ
た
分
野
で
、
指
定
都
市
に
対
し
て
一
部
府
県
並

み
の
事
務
配
分
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
一
方

で
、
事
務
配
分
に
照
応
す
る
一
部
府
県
並
み
の
税
源
配
分

は
基
本
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
所
要
の
経
費
は
地
方
交

付
税
で
措
置
す
る
の
が
制
度
の
本
則
で
あ
る
。

　
大
都
市
制
度
を
設
計
す
る
う
え
で
国
や
府
県
と
の
関
係

と
並
び
、
大
都
市
内
部
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
＝
区
を
ど
う
す

る
か
も
大
き
な
要
所
を
構
成
す
る
。
区
を
置
く
理
由
は
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
、
一
元
的
な
大
都
市
行
政
と
い
っ
て
も

そ
れ
を
効
率
的
に
運
営
す
る
に
は
内
部
区
分
が
必
要
だ
と

す
る
行
政
上
の
理
由
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
大
都
市
に
あ
っ
て
「
小
さ
な

自
治
」
の
単
位
を
設
け
る
べ
き
だ
と
す
る
政
治
上
の
理
由

で
あ
る
。
指
定
都
市
の
区
は
公
選
の
議
会
や
長
を
置
か
な

　
小
　
原
　
隆
　
治

政
令
指
定
都
市
制
度
の
発
足

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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い
点
で
政
治
色
を
欠
き
、そ
の
た
め
し
ば
し
ば
「
行
政
区
」

の
通
称
が
使
わ
れ
る
。
し
か
し
他
面
で
、
区
は
市
議
会
議

員
や
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
を
兼
ね
、
そ
れ
と
密
接
に

関
連
し
て
区
に
選
挙
管
理
委
員
会
を
必
ず
置
く
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
の
限
り
で
政
治
的
な
単
位
と
し
て
の
意
味
も

帯
び
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
制
度
の
沿
革

　
戦
前
、
東
京
・
横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸

の
六
大
市
（
の
ち
東
京
市
を
除
く
五
大
市
）
は
、
長
ら
く

Ⓑ
型
の
特
別
市
制
制
定
を
求
め
て
運
動
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
Ⓐ
型
の
東
京
都
制
が
実
現
す
る
一
方
で
、
特
別

市
制
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
の
要
因
は
、

①
特
別
市
の
市
長
公
選
制（
た
だ
し
市
会
に
よ
る
公
選
制
）

が
官
選
府
県
知
事
を
中
心
と
す
る
戦
前
の
地
方
行
政
体
制

に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
②
特
別
市
が
所
在
府
県
か
ら

独
立
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
取
り
残
さ
れ
た
一
般
市
町
村

の
区
域
＝
残
存
郡
部
で
府
県
を
維
持
す
る
の
が
財
政
的
に

困
難
な
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
決
定
的
な
要
因
は
①
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
改

革
で
知
事
公
選
制
が
導
入
さ
れ
た
た
め
に
①
の
障
壁
は
消

滅
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
四
七
年
四
月
制
定
の
地
方
自
治

法
第
二
六
四
〜
二
八
〇
条
に
よ
り
特
別
市
の
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
他
方
、
②
の
要
因
は
存
続
し
た
の
で
、
結
局
、

そ
の
た
め
に
特
別
市
制
が
五
大
市
に
適
用
さ
れ
な
い
ま

ま
、
の
ち
に
指
定
都
市
制
度
に
切
り
換
え
ら
れ
る
経
過
を

た
ど
っ
た
。

　
具
体
的
に
い
う
と
、
地
方
自
治
法
第
二
六
五
条
第
二
項

に
よ
り
特
別
市
は
法
律
で
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
一
九
四
七
年
一
二
月
改
正
の
同
法
同
条
第
七
項
に

よ
り
特
別
市
指
定
法
は
憲
法
第
九
五
条
に
い
う
特
別
法
に

あ
た
る
こ
と
、
特
別
法
制
定
に
必
要
な
住
民
投
票
は
当
該

市
所
在
府
県
の
有
権
者
が
行
う
こ
と
が
明
定
さ
れ
た
。
こ

の
改
正
に
は
、
特
別
市
制
に
反
対
す
る
五
大
市
所
在
府
県

に
よ
る
立
法
当
局
へ
の
強
い
働
き
か
け
が
作
用
し
た
と
さ

れ
る
。
当
時
、
五
大
市
所
在
の
各
府
県
で
は
お
お
む
ね
残

存
郡
部
の
人
口
が
五
大
市
の
人
口
を
上
回
り
、
ま
た
、
残

存
郡
部
の
有
権
者
の
多
く
は
住
民
投
票
に
な
れ
ば
反
対
票

を
投
じ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
特
別
市
が
実
際

に
誕
生
す
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
消
え
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
五
六
年
六
月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
特
別
市
関
連
規
定
を
全
文
削
除
し
、
第
二
五
二
条
の

一
九
、二
〇
に
政
令
で
指
定
を
行
う
指
定
都
市
の
関
連
規

定
が
置
か
れ
た
。
指
定
都
市
は
、
府
県
―
大
都
市
の
二
層

制
で
あ
っ
て
も
両
者
に
明
確
な
分
離
型
事
務
配
分
を
す
れ

ば
、
二
重
監
督
、
二
重
行
政
の
問
題
は
解
消
で
き
る
と
す

る
考
え
方
に
立
っ
た
制
度
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
を
基
礎

づ
け
た
の
は
、
一
九
五
一
年
九
月
に
提
出
さ
れ
た
地
方
行

政
調
査
委
員
会
議
＝
神
戸
委
員
会
の
第
二
次
勧
告
で
あ

る
。

　
指
定
都
市
の
区
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
制
定
当
初

か
ら
一
九
五
六
年
六
月
改
正
ま
で
の
間
、
五
大
市
が
同
法

第
一
五
五
条
第
二
項
の
市
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い

た
と
き
の
区
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
特
別

市
の
区
（
法
律
上
の
呼
称
は
「
行
政
区
」）
は
区
長
公
選

制
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
し
く
み
は
指
定
都
市
の
区
に
引
き

継
が
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
一
九
五
二
年
八
月
の
地
方

自
治
法
改
正
に
よ
り
都
区
制
度
を
あ
ら
た
め
、
特
別
区
長

公
選
制
を
廃
止
し
た
こ
と
の
影
響
も
働
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
指
定
都
市
制
度
の
抜
本
的
な
改
正

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
な
か
で
二
〇
一
四
年

の
改
正
が
も
た
ら
す
変
化
は
軽
視
で
き
な
い
。
ま
ず
五
月

の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
指
定
都
市
と
所
在
府
県
の

間
で
生
じ
た
問
題
に
関
し
、
両
者
で
協
議
す
る
た
め
の
調

整
会
議
を
必
置
と
し
た
。
ま
た
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て

市
長
が
選
任
す
る
特
別
職
の
区
長
を
置
く
総
合
区
の
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
六
月
の
地
方
分
権
改
革

第
四
次
一
括
法
制
定
に
よ
り
、
公
立
小
・
中
学
校
教
職
員

の
給
与
負
担
等
を
府
県
か
ら
指
定
都
市
に
移
し
、
す
で
に

手
も
と
に
あ
る
人
事
権
と
一
体
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
給
与
負
担
財
源
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
一
一

月
に
す
べ
て
の
指
定
都
市
と
所
在
府
県
の
間
で
合
意
が
成

立
し
、
府
県
か
ら
指
定
都
市
へ
の
税
源
移
譲
（
個
人
住
民

税
所
得
割
二
％
分
）
で
手
当
て
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
地
方
交
付
税
措
置
を
本
則
と
す
る
や
り
方
と
は

異
な
る
対
応
で
あ
る
。

　
指
定
都
市
へ
の
移
行

　
特
別
市
も
指
定
都
市
も
、
も
と
も
と
制
度
適
用
対
象
と

し
て
は
五
大
市
だ
け
を
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
五
大

市
の
み
が
適
格
と
な
る
よ
う
に
特
別
市
に
つ
い
て
は
地
方

自
治
法
第
二
六
五
条
第
二
項
、
の
ち
指
定
都
市
に
つ
い
て
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は
同
法
第
二
五
二
条
の
一
九
第
一
項
で
人
口
五
〇
万
以
上

と
す
る
指
定
要
件
を
定
め
た
。
指
定
都
市
の
場
合
、
制
度

創
設
時
点
で
神
戸
市
だ
け
が
人
口
一
〇
〇
万
に
わ
ず
か
な

が
ら
欠
け
て
い
た
の
で
、
法
定
要
件
を
一
〇
〇
万
以
上
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
急
激
な
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
五

大
市
以
外
に
も
相
応
の
実
態
を
備
え
た
大
都
市
が
現
れ
、

一
九
六
三
年
四
月
移
行
の
北
九
州
市
を
皮
切
り
に
指
定
都

市
制
度
は
次
第
に
拡
張
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、

現
実
に
は
一
〇
〇
万
以
上
で
運
用
さ
れ
た
人
口
要
件
の
ほ

か
に
、
人
口
密
度
、
産
業
別
人
口
比
率
、
都
市
機
能
な
ど

に
関
し
て
も
運
用
上
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
自
治
体
レ
ベ
ル
の
合
意
形
成
か
ら
政
令
の
閣

議
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
に
関
連
規
定
が
一
切
な
い
た
め
、
先
行
移
行
事
例
の

積
み
重
ね
が
い
わ
ば
慣
習
法
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
人
口
一
〇
〇
万
以
上
の
要
件
は
、
近
年
、
平
成
の
市
町

村
合
併
を
推
進
す
る
誘
因
と
す
る
た
め
に
、
七
〇
万
以
上

に
ま
で
切
り
下
げ
て
運
用
さ
れ
た
。
政
府
が
要
件
切
り
下

げ
を
公
式
に
表
明
し
た
の
は
二
〇
〇
一
年
八
月
制
定
の
市

町
村
合
併
支
援
プ
ラ
ン
が
最
初
で
、
以
後
、
市
町
村
の
合

併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
が
効
力
を
持
つ
二
〇
一
〇
年

三
月
末
ま
で
七
〇
万
以
上
の
基
準
が
適
用
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
静
岡
か
ら
熊
本
ま
で
七
つ
の
市
が
指
定
都
市
に
移

行
し
、
二
〇
一
五
年
六
月
現
在
、
指
定
都
市
は
二
〇
を
数

え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
ウ
ェ
ス
ト
ロ
ウ
ジ
ア
ン
問
題

　
英
国
で
は
以
前
か
ら
と
く
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の

分
権
に
関
連
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ロ
ウ
ジ
ア
ン
問
題
（W

est 

Lothian Q
uestion

）
と
し
て
語
ら
れ
る
論
点
が
あ
る
。
国

か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
だ
け
教
育
権
限
を
移
す
と
、
国

政
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
選
出
国
会
議
員
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
方
の
教
育
政
策
に
発
言
権
を
行
使
す
る
一
方
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
選
出
国
会
議
員
は
す
で
に
国
の
所
管

に
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
教
育
政
策
に
発
言
権
を
行
使

で
き
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
論
点
で
あ

る
。

　
一
般
化
し
て
い
え
ば
、
全
国
で
あ
れ
一
地
方
で
あ
れ
一

定
区
域
の
な
か
に
あ
る
自
治
体
に
対
し
て
不
均
等
な
分
権

を
す
る
と
、
こ
の
種
の
問
題
が
必
ず
発
生
す
る
。
指
定
都

市
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
指
定
都
市
選
出
の

府
県
議
会
議
員
が
指
定
都
市
以
外
の
府
県
区
域
に
あ
っ
て

府
県
権
限
に
属
す
る
事
項
に
発
言
権
を
行
使
す
る
一
方

で
、
指
定
都
市
以
外
選
出
の
府
県
議
会
議
員
は
指
定
都
市

の
区
域
に
あ
っ
て
指
定
都
市
に
配
分
さ
れ
た
一
部
府
県
並

み
権
限
に
属
す
る
事
項
に
発
言
権
を
行
使
で
き
な
い
。

　
そ
の
う
え
、
府
県
に
よ
っ
て
は
府
県
議
会
議
員
に
占
め

る
指
定
都
市
選
出
議
員
の
比
率
が
高
く
、
五
割
を
超
え
る

例
さ
え
あ
る
。
第
三
〇
次
地
方
制
度
調
査
会
第
一
六
回
専

門
小
委
員
会
配
付
資
料
（
二
〇
一
二
年
七
月
九
日
）
に
よ

る
と
定
数
ベ
ー
ス
で
神
奈
川
県
が
六
二
・
六
％
、
京
都
府

が
五
八
・
三
％
の
構
成
比
を
示
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
で
、
事
務
配
分
と
政
治
代
表
の
非
対
称

的
な
あ
り
方
を
問
う
ウ
ェ
ス
ト
ロ
ウ
ジ
ア
ン
問
題
が
十
分

議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
に
く
い
。
さ
ら
に
そ
こ
に
税

源
配
分
の
あ
り
方
を
加
え
、
三
者
間
の
均
衡
を
制
度
的
に

ど
う
図
る
か
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。

＜

こ
は
ら
　
た
か
は
る
・
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授＞
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